
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な内容 
1～2 ページ・・緊急消防援助隊九州ブロック訓練開催 

3 ページ・・・・・秋の全国火災予防運動 

             住宅用火災警報器の設置促進 

4 ページ・・・・・わがまちの消防団（一ツ木・白男川分団）

             消防本部からのお知らせ 

5 ページ・・・・・最新型の救助工作車を導入 
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「
平
成

22
年

10
月
８
日
午
前
８

時
00
分
ご
ろ
、
薩
摩
川
内
市
及
び

さ
つ
ま
町
を
震
源
と
す
る
震
度

６
強
の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
。

各
地
で
人
的
・
物
的
に
被
害
が
拡

大
し
て
い
る
。
」 

 

こ
の
よ
う
な
想
定
の
元
、
平
成

22
年

度
の
「
緊
急
消
防
援
助
隊
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
合
同
訓
練
」
が
薩
摩
川
内
市
を
メ
イ

ン
会
場
、
さ
つ
ま
町
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
に
は
緊
急
消
防
援
助
隊
１
２

６
部
隊
、
４
９
０
名
の
精
鋭
た
ち
の

他
、
陸
上
自
衛
隊
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
な
ど
が
参
加
。 

 

10
月
８
日
は
、
県
な
ど
防
災
関
係
機

関
に
よ
る
「
被
災
地
初
動
対
応
訓
練
」

が
行
わ
れ
、
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練

や
緊
急
消
防
援
助
隊
応
援
要
請
連
絡

訓
練
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

10
月
９
日
は
、
薩
摩
川
内
市
宮
里
公

園
に
お
い
て
、
倒
壊
家
屋
や
埋
没
車
両

な
ど
か
ら
の
救
出
訓
練
や
救
急
搬
送

訓
練
な
ど
が
、
事
前
に
想
定
が
示
さ
れ

な
い
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
と
し
て
、
雨
天

の
中
実
災
害
さ
な
が
ら
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

緊緊緊
急急急
消消消
防防防
援援援
助助助
隊隊隊
ははは
、、、
平平平
成成成
７７７
年年年
１１１
月月月
ににに
発発発
生生生
ししし
たたた
阪阪阪
神神神
・・・
淡淡淡
路路路
大大大
震震震
災災災
ををを
教教教
訓訓訓
ににに
、、、
全全全
国国国
ののの

消消消
防防防
機機機
関関関
ににに
よよよ
るるる
応応応
援援援
ををを
速速速
ややや
かかか
ににに
実実実
施施施
すすす
るるる
たたた
めめめ
、、、
平平平
成成成
７７７
年年年
度度度
ににに
創創創
設設設
さささ
れれれ
、、、
平平平
成成成

222222
年年年
４４４

月月月
現現現
在在在
、、、
全全全
国国国
７７７
８８８
５５５
消消消
防防防
本本本
部部部
かかか
ららら
４４４
，，，
２２２
６６６
４４４
部部部
隊隊隊
ががが
登登登
録録録
さささ
れれれ
ててて
いいい
ままま
すすす
。。。
さささ
つつつ
ままま
町町町
消消消

防防防
本本本
部部部
ももも
消消消
火火火
部部部
隊隊隊
１１１
隊隊隊
、、、
救救救
急急急
部部部
隊隊隊
１１１
隊隊隊
ををを
登登登
録録録
ししし
ててて
いいい
ままま
すすす
。。。   

緊緊緊
急急急
消消消
防防防
援援援
助助助
隊隊隊
ははは
、、、
指指指
揮揮揮
支支支
援援援
部部部
隊隊隊
・・・
都都都
道道道
府府府
県県県
隊隊隊
指指指
揮揮揮
隊隊隊
・・・
消消消
火火火
部部部
隊隊隊
・・・
救救救
助助助
部部部
隊隊隊
・・・
救救救

急急急
部部部
隊隊隊
・・・
後後後
方方方
支支支
援援援
部部部
隊隊隊
・・・
特特特
殊殊殊
災災災
害害害
部部部
隊隊隊
・・・
特特特
殊殊殊
装装装
備備備
部部部
隊隊隊
・・・
航航航
空空空
部部部
隊隊隊
・・・
水水水
上上上
部部部
隊隊隊
ととと
多多多
岐岐岐

ににに
わわわ
たたた
るるる
精精精
鋭鋭鋭
部部部
隊隊隊
かかか
ららら
構構構
成成成
さささ
れれれ
ててて
いいい
ままま
すすす
。。。   

 

発
災
直
後
か
ら
消
防
活

動
対
策
本
部
を
設
置
し
、

情
報
収
集
や
部
隊
配
備
等

の
運
営
を
行
う
訓
練
。 

 

緊
急
消
防
援
助
隊
指
揮

支
援
本
部
（
鹿
児
島
市
消

防
局
支
援
隊
長
指
揮
）
が

設
置
さ
れ
、
援
助
隊
の
部

隊
運
営
を
行
う
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

県
に
設
置
さ
れ
た
、
消

防
応
援
活
動
調
整
本
部
に

消
防
署
員
等
関
係
者
を
配

置
し
、
被
災
地
の
情
報
収

集
・
伝
達
を
行
う
訓
練
。

調
整
本
部
は
、
緊
急
消

防
援
助
隊
応
援
要
請
訓
練

や
、
配
備
さ
れ
た
各
県
援

助
隊
の
部
隊
運
営
を
行
う

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

柏
原
の
川
内
川
河
川
敷

で
、
地
震
に
よ
り
崩
れ
た

土
砂
に
車
両
が
埋
ま
っ
た

と
の
想
定
。 

派
遣
さ
れ
た
福
岡
県
援

助
隊
に
よ
り
救
出
さ
れ
た

傷
病
者
を
、
宮
崎
県
消
防

防
災
ヘ
リ
に
よ
り
病
院
へ

搬
送
す
る
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

地
震
に
よ
り
倒
壊

し
た
家
屋
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
と
の
想
定

で
行
わ
れ
、
各
県
救

助
部
隊
が
救
助
資
機

材

を

駆

使

し

て

救

出
。
救
急
部
隊
や
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
応
急

処
置
の
の
ち
搬
送
す

る
訓
練
。 

 

複
数
の
傷
病
者
が

同
時
に
多
発
し
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
、

現
場
に
投
入
さ
れ
た

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
各
県
救

急
部
隊
と
が
連
携
し

て
応
急
救
護
所
で
的

確
な
応
急
処
置
を
行

い
、
病
院
へ
搬
送
す

る
ま
で
の
訓
練
。 

 

被
災
地
で
の
衣
食

住
の
確
保
は
、
す
べ

て
出
動
隊
の
責
任
に

お
い
て
行
う
こ
と
が

原
則
で
す
。 

 
そ
こ
で
エ
ア
ー
テ

ン
ト
等
を
設
置
し
て

被
災
地
を
想
定
し
た

野
営
の
訓
練
も
行
わ

れ
ま
す
。 

デ

ィ

ー

マ

ッ

ト 



     

11
月
９
日
は
そ
の
数
字
の

語
呂
合
わ
せ
か
ら
「
１
１
９
番

の
日
」
で
す
。
こ
の

11
月
９
日

か
ら

15
日
ま
で
の
１
週
間
、
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾 

燥
し
、
非
常
に 

火
災
が
発
生 

し
や
す 

い
時
期 

を
迎
え 

ま
す
。 

 

一
人 

ひ
と
り 

が
防
火 

意
識
を
高
め 

て
い
く
こ
と
が 

火
災
か
ら
大
切
な
命
や 

財
産
を
守
る
上
で
も
非
常
に
重

要
で
す
。 

 

こ
の
時
期
に
は
、
消
防
本
部

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
防
火

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
積
極
的
に
参
加
し
て
、

正
し
い
防
火
知
識
と
技
術
を
習

得
し
て
く
だ
さ
い
。 

     

『
消
し
た
か
な
』 

 
 

 

あ
な
た
を
守
る 

 
 

 
 

 

合
言
葉 

 

昨
年
は
全
国
で
５
万
１
千
件

余
り
の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、

１
，
８
７
７
人
の
方
が
亡
く
な 

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
住 

宅
火
災
に 

 

よ
る
死 

者
（
放 

火
自
殺 

者
等
除 

く
）
は 

１
，
０
２
３ 

人
で
、

そ
の
約
６
割 

は
高
齢
者
で
す
。 

さ
ら
に
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
の
半
数
は
「
逃
げ
遅
れ
」

に
よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者

を
防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き
る
の

が
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の

設
置
で
す
。 

  

                  

平
成

23
年
６
月
１
日
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

【
す
べ
て
の
ご
家
庭
で
義
務

化
】
さ
れ
ま
す
。 

現
在
消
防
本
部
で
は
、
地
元

消
防
団
員
や
公
民
会
長
さ
ん
方

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
設
置

の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
で
共
同
で
の
購
入
を
さ

れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
そ
の
際
に
購
入
し
、
早
め

の
設
置
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

高
齢
の
方
な
ど
で
取
り
付
け
が

難
し
い
場
合
は
、
地
元
消
防
団

員
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

    

さ
つ
ま
町
内
で
も
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
こ

と
で
、
火
災
を
早
期
に
発
見
で

き
、
被
害
が
少
な
く
て
す
ん
だ

事
例
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。 

◆
事
例
１ 

 

火
災
警
報
器
が
鳴
っ
た
た
め

寝
室
を
出
た
と
こ
ろ
、
部
屋
に

煙
が
充
満
し
て
い
た
。
台
所
へ

行
く
と
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
上
の

鍋
か
ら
大
量
の
煙
が
出
て
い
た

た
め
、
す
ぐ
に
コ
ン
ロ
の
火
を

消
し
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

 

◎
考
察 

火
災
警
報
器
の
お
か
げ
で
、

火
災
に
な
る
一
歩
手
前
の
段
階

で
自
ら
早
期
発
見
で
き
た
事
例

で
す
。 

◆
事
例
２ 

 

隣
の
家
か
ら
火
災
警
報
器
の

警
報
音
が
鳴
っ
て
い
る
の
に
気

が
付
き
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
窓

か
ら
煙
が
出
て
お
り
、
す
ぐ
に

１
１
９
番
通
報
。
駆
け
つ
け
た

消
防
隊
が
進
入
し
た
と
こ
ろ
、

消
し
忘
れ
た
コ
ン
ロ
の
上
の
鍋

か
ら
煙
が
で
て
お
り
、
す
ぐ
に

コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
て
大
事
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。 

※平成 22 年 10 月 1 日現在 

 

◎
考
察 

 

火
災
警
報
器
の
警
報
音
は
屋

外
に
も
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
り
、

隣
家
の
人
が
気
付
く
こ
と
で
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
事
例
で
す
。 

             

こ
れ
以
外
に
も
全
国
各
地
で
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
た
こ
と
で
、
被
害
が
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
た
事
例
が
数
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
あ
な

た
の
大
切
な
命
を
守
り
ま
す
。

早
急
な
設
置
を
重
ね
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

－3－ 



                                

※平成 22 年 9 月 1 日現在 ※平成 22 年 9 月 1 日現在 

分団長 井上 清海 

副分団長 中村 浩二 以下 12 名 

管轄～一ツ木・海老川・日当瀬地区 

（123 世帯 301 名） 

分団長 宮脇 俊郎 

副分団長 久徳 忠 以下 20 名 

管轄～白男川区全域 

（192 世帯 436 名） 

                一ツ木分団は、一ツ木・海老川・日当瀬の三

つの公民館の生命と財産を守るために日々頑張

っています。 

全団員が会社勤めですが，消防団 OB による

消防災害支援隊の協力を得ながら、特に予防消

防に努めています。 

 公民会一人一人のご協力も必要ですので，今

後ともよろしくお願いいたします。 

                 

 白男川分団は、住民が安心して暮らせるよう，

団員 20 名で日々頑張って活動をしています。 

 この地区も高齢化が進み，またほとんどの団

員が昼間は勤めており，火災等が発生した時の

対応を心配していましたが，消防災害支援隊が

発足し，団員一同安心しているところです。 

 また，地域行事などにも積極的に参加して，

地域の活性化のために協力をしています。 
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 今後も団員へのご理解とご協力をお願い致し

ます。 

 現在設置が進んでいる住宅用

火災警報器の一部の機種に不具

合が発生しています。 

主な不具合 

○長期使用をうたっていても短

期間で電池切れになる。 

○誤って発報したり、故障の警

報が鳴ることがある。 

 上記のような症状が確認され

た場合は、メーカーまたは消防

本部予防係までお問い合わせく

ださい。 

 あたかも消防署員のような態度で、強引に消

火器の詰め替えを勧めたり、住宅用火災警報器

などを法外な値段で売りつけたりする、悪質な

訪問販売が発生しています。少しでもおかしい

と感じたら消防署までご連絡ください。 

総務省消防庁ホームページ 

 http://www.fdma.go.jp/ 

※総務省消防庁トップ→生活密着情報に掲載 

さつま町消防本部予防係 

 ℡ 52-0119 
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多数の傷病者発生時の応急手

当や搬送訓練を行いました。 
【集団救急事故訓練】 

高校生 2 名、中学生 4 名が、厳し

い訓練に必死に挑戦しました。 
【川薩清脩館高・山崎中職場体験】

真剣なまなざしで画用紙いっ

ぱいに消防車を描きました。 
【消防車写生会】 

佐志木渋地区で、土砂災害発生

時の避難訓練を実施しました。

【土砂災害対応訓練】 

来場者に心肺蘇生法と AED の

取り扱いの指導をしました。 
【救急医療町民講座】 

柏原地区で防災訓練が行われ、署

員が応急手当を指導しました。 
【町防災訓練】 

 

老
朽
化
（
平
成
６
年
購
入
）
に

伴
い
、
消
防
本
部
で
は
こ
の
ほ
ど

最
新
型
の
救
助
工
作
車
に
更
新
を

行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
工
作
車
は
、
排
気
量
６
，

４
０
０
㏄
の
５
速
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
で
、
運
転
操
作
の
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

主
な
艤
装
と
し
て
、
３
段
ブ
ー

ム
式
で
吊
り
上
げ
能
力
２
．
９
ｔ

の
ク
レ
ー
ン
や
４
０
０
Ｗ
の
メ
タ

ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
４
灯
を
装
備

し
た
照
明
装
置
、
引
張
力
５
ト
ン

の
ウ
ィ
ン
チ
な
ど
を
装
備
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
車
両
か
ら
大
幅
に

能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
お
り
、

災
害
現
場
で
の
有
効
活
用
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。




